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１０．３４

意匠法第４条第２項の規定の適用を受けるための、「公開者」が「意

匠登録を受ける権利を有する者」であることの証明

　(1)意匠の創作者、公開者及び出願人のうち、公開者のみが相違する場合、(2)前記三者

の全てが相違する場合,(3) 意匠の創作者、公開者及び出願人の三者が一致している場合若

しくは公開者が意匠の創作者又は出願人のいずれかと一致している場合であっても、意匠

法３条第１項第１号又は同条同項第２号に該当するに至った意匠と出願された意匠とが同

一でない場合又は同一性を有していない場合には、公開時において公開者が「意匠登録を

受ける権利」の正当な承継人であること、若しくはその公開行為が承継人の意志・意向指

示等に基づく行為であることが「証明する書面」（意４条３項）によって証明されていなけ

ればならない。

（説明）

　意匠法第４条第２項の規定の適用を受けようとする意匠法第３条第１項第１号又

は同条同項第２号に該当するに至った意匠にあっては「意匠登録を受ける権利を有

する者が自ら公開行為をし、その者が意匠登録出願をする」こともその要件の一部

である以上、公開者が公開時に、出願人が出願時にそれぞれ意匠登録を受ける権利

を有する者であることが「証明する書面」によって証明されていなければならない

ものである。

　ところで、一般の意匠登録出願にあっては、出願人に対し、意匠登録を受ける正

当な権利を有する者であることを、必ずしも証明させていない。これは、創作者及

び出願人の名称を願書面に記載することを義務づけていることから、出願人は意匠

登録を受ける正当な権利者であろうと推定した結果によるものであり、この推定を

左右するような事情が生じた場合には、当然に両者の関係を証明させる必要がある

（意施１９条１項［準］特施５条）。

　また、意匠法第４条第２項の規定の適用を受けようとする意匠法第３条第１項第

１号又は同条同項第２号に該当するに至った意匠について上記事情を考慮すると、

意匠法第３条第１項第１号又は同条同項第２号に該当するに至った意匠と出願され

た意匠とが同一又は同一性を有している場合には、意匠の創作者、公開者及び出願

人の三者が一致している場合は勿論、公開者が意匠の創作者又は出願人のいずれか

と一致している場合も、公開者が意匠登録を受ける正当な権利者であろうと推定す

ることに不合理はない。

　しかし、(1)意匠の創作者、公開者及び出願人のうち、公開者のみが相違する場合、

(2)前記三者の全てが相違する場合、(3)意匠の創作者、公開者及び出願人の三者が

一致している場合若しくは公開者が意匠の創作者又は出願人のいずれかと一致して

いる場合であっても、意匠法第３条第１項第１号又は同条同項第２号に該当するに
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至った意匠と出願された意匠とが同一でない場合又は同一性を有していない場合に

は、上記推定の働く余地は少ない。

　したがって、この場合に限って本文のように取り扱うこととする。


